
53 67 79.1 %

1 学校の教育課程について、教職員で日常的に話し合っている。

2 各年度の教育計画の作成に当たって、教職員で話し合っている。

3 教育活動全般にわかる評価を行い、次年度の計画に生かしている。

4 教員は生徒の意見をよく聞いている。

5 年間の学習指導計画について、各教科で話し合っている。

6 各教科において、教材の精選・工夫を行っている。

7 指導内容について、他の教科の担当者と話し合う機会がある。

8 生徒の学習意欲に応じて、学習指導の方法や内容について工夫している。

9 評価の在り方について話し合う機会がある。

10 生徒による問題行動がおこった時、組織的に対応できる体制が整っている。

11

12

13 学校運営に校長のリーダーシップが発揮されている。

14 学校運営に教職員の意見が反映されている。

15

16 各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能している。

17

18 教員の間で、授業方法等について検討する機会を積極的に持っている。

19 教育活動について、日頃から生徒・保護者への周知に努めている。

2012年度　学校教育自己診断

教職員全体

教職員の適性・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなさ
れ、教職員が意欲的に取り組める環境にある。

教育相談体制が整備されており、生徒はクラス担任以外の教職員
とも相談することができる。

日々の教育活動における問題意識や悩みについて、気軽に相談し
合えるような職場の人間関係ができている。

学校長は自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかに
している。
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全くあてはまらない どうしても判断できない
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